
２０２６年５月２９日 

２０２６年夏のボーナス予想について 

佐賀銀行（頭取 坂井 秀明）は、佐賀県内における今年の夏のボーナス支給額について、下記のとおり予想しましたの

で、お知らせいたします。 

記 

１．支給総額（予想値） 

 ２０２６年夏 ２０２５年夏 

 前年比  前年比 

官公庁 １７３億円 ３．５９％ １６７億円 ３．７２％ 

民 間 ６８８億円 ５．６８％ ６５１億円 １１．４７％ 

合 計 ８６２億円 ５．３７％ ８１８億円 ９．７９％ 
 

２．１人あたりの支給額（予想値） 

 ２０２６年夏 ２０２５年夏 

 前年比  前年比 

官公庁 ８２９，１９９円 ４．２０％ ７９５，７７４円 ４．８３％ 

民 間 ３１６，２６９円 ３．１２％ ３０６，６９９円 ２．３９％ 

合 計 ３６１，２６９円 ２．９６％ ３５０，８５０円 １．７９％ 
※１．２の表の数値は、単位未満の切り捨てをしています。 
※民間の事業所については、従業員数５人以上について予想しています。 

 

３．予想の根拠 

（１）官公庁について 

今夏の期末･勤勉手当（ボーナス）の支給月数は、国家公務員および、佐賀県職員と佐賀県内市町公務員におい

て２．３２５ヶ月分（前年比＋０．０２５ヶ月分、昨年夏季２．３０ヶ月分）と想定し算出いたしました。 

支給対象職員数は若干減少していますが、昨年の人事院勧告等で、月例給およびボーナスの支給月数が引き上げ

られたことから、夏季ボーナス総支給額は前年比約６億円増の１７３億円と推計いたしました。 

 

（２）民間について 

県内経済は、物価高の影響が続く中、個人消費の堅調さや雇用情勢の改善などから、緩やかに回復しつつあります。

一方で、中東情勢や原油価格の動向など、先行きの経営環境に影響を及ぼす可能性のある不確実要因も存在してお

り、佐賀県内の法人企業景気予測調査においては、令和８年度は全産業で前年比▲１２．０％の減益見通しとな

っています。 

こうした中にあっても、物価高への対応や人手不足感の強まりを背景に、賃金水準を維持・引き上げる動きは継続し

ており、所定内給与平均も前年を上回って推移しています。このため、今夏のボーナスの支給月数は１．１２ヶ月（昨

年夏季１．１１ヶ月）と想定し、支給総額は前年比約３７億円増の６８８億円と推計いたしました。 

以  上 
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